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１ 研究活動の方針 

   胎内市教育研究会（会員は市内小中学校全教職員）を組織母体とし、 

胎内市教育の振興と充実・発展を図る目的で研究活動を行う。 

(1) 胎内市の教育課題に向けた調査・研究を実施し、学力の向上等を

目指して研究体制や運営を工夫して効果的な研究推進に努める。 

(2) 会員相互が緊密な連携・協力のもとに、研究実践を通して教育活動

の推進に努めるとともに、会員の専門性や指導力向上を図る。 

 

２ 研究活動の実際 

(1) 研究活動の組織について 

① 各教科・総合的な学習の時間等の１０部会、特別支援教育等の４

部会、計１４部会を組織し、研究活動を行う。 

 ② 学力向上等の四つの推進委員会を設け、市の教育課題解決に取り 

組んでいる。 

(2) 各組織の活動について 

① 部会の活動は年間３回とし、指導力向上のため研修計画に基づき、

授業研究、調査・体験活動、教材作成等を行う。 

② 推進委員会では、市の教育課題解決をめざし、ＮＲＴ学力検査の

分析、指導方法の改善、市共通漢字テストの作成及び実施、外国語 

活動研修会、体育実技研修会等を行い、授業改善を図る。 

(3) 教育講演会について 

(株)ハードオフコーポレーション代表取締役会長 山本善政 様を講

師に、「まちづくりは人づくり」という演題で、会員及び市民対象に講

演会を実施した。   

 

３ 市小教研が関係した研究会 

○  平成 20・21・22 年度 文部科学省指定「学力向上実践研究推進事業」 

         授業研究会   平成 23 年１月 27 日  中条小学校 


